「社会性と情動の学習(SEL-8S)の進め方（小学校編）」C5保護者用ワークショップ資料

P-C5(小)


保護者の皆様へ

○年△月×日

学級担任

どの断り方がいいかな？「断る方法いろいろ」
はっきり断る！
小学校中学年や高学年の子どもたちは、グループになって遊んだりすることが多くなります。グループの中では、共通の物を持っていたり、共通の考え方でいることが求められ、個人の意見が多少異なっていても、グループの流れに合わせてしまう場面もあります。そういった流れが悪い方向に進んだ場合、未成年の飲酒や喫煙、万引きなど危険な行動を勧められる場面に遭遇することがあります。そのような場面では、自分の意見をはっきり伝えて、断らなければいけません。そのためにも普段の生活場面で、上手なあっても、断り方ができるようになっていなければいけません。
『にこにこくん』の断り方
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断る場面での典型例として、自分の意見を言えない『もじもじくん』、強く言い返して相手の気持ちを傷つけてしまう『ふゆかいくん』、そして上手に断れる『にこにこくん』の3通りがあります。子どもたちには『にこにこくん』の断り方ができて欲しいと思います。そのための「断り方のポイント」は、①はっきりと断る、②理由を伝える、③代わりの案を伝える、の3点です。なお、本当に危険な場面では、「（その場から）逃げる」ということも重要になります。
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○ポイントの覚え方…『断るのは“こわかー”』
【コ】（はっきり）断る　【ワ】（その）EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(わけ),理由)を伝える　【カ】代わりの案を伝える

ご家庭へのお願い

ご家庭の中でも、親同士、親子間、兄弟姉妹間で断らなければならない場面が見られます。そのような場面で「断り方のポイント」がしっかり使えているか確認し、うまく使えていない場合は、このポイントを思い出させてください。
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